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る世里以上lこT.1ると急己虻=庶下する.TItT の方1,t比
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ある｡
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るB(FJg 5)2つの宅式守冊 : 511S lLヒの鎧を婚

1こせる●こめ●片方の匹報.;適当TL故坑rz入n.t托LJ

淑 らしてや柑 三,爵 】孔の姓茄の捷d:こ.Eる伝書Jz受

けて横 こ,折2孔の雷管が点煉されることtニTJ:石｡従

って,煎 】孔からの好苧 こよる庄鰍 ,不党世

の等まがtAE弘美るE.実<こその 】例を示す｡

R4'Tわかるように'何れの埴食 も田廿は完煉して

いる｡文.FLnm LOcnlでは欝 1.酌 2兆由と

LJ不様であり■Jfは鮮 ■二王集盟化=･L

l.これを取り出し地上で6F,7官を以
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Lf守るI)Ilであるdしかし,多 くの尊台庭井が袋近している

脚 の雅 は大きく,5.ぺ 三郎 l繋包が2つ:=折ll'

二り'爪 】,邦 2耶 包の位牡がづhて,そのW(=砂

が介九t/Ìこ1)!=不文,婆笹する抜会が多いと考へL
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現今であるが.間伐なJJ敦でFF贋I Tナ▼ It.二つ.'て美
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